
のの

!

　６つの二字熟語

になるよう□に漢

字１字を入れてく

ださい。

冒 音 目

巾 数 韻

頭：答解

　出発時間は掲載日翌日のもので変更の可能性あ

り。予約時は航空会社に問い合わせを。ＳＫＹ（ス

カイマーク）０５７０（０３９）２８３　９Ｃ（春秋航空）０５７０

（６６６）１８８　ＩＴ（タイガーエア台湾）０３（６４５５）０２４２

茨城発 �����１２
行先便名 発時分月火水木金土日
神戸ＳＫＹ１８３�：�△×△××○×
神戸ＳＫＹ１８７�：�△×××○○×
札幌ＳＫＹ７９１�：�△△×△△○○
札幌ＳＫＹ７９５�：�△△×△○○○
福岡ＳＫＹ８３１�：�×××××○○
那覇ＳＫＹ５３１�：�○○△△○○○
上海９Ｃ８９８８�：�－－－－－－－
西安９Ｃ６２９６�：�－－－－－－－
台北ＩＴ２１９�：�－－－－－－－

茨城着（時間は現地発）�����１２
出発便名 発時分月火水木金土日
神戸ＳＫＹ１８２�：�○××××○△
神戸ＳＫＹ１８６�：�○××△○××
札幌ＳＫＹ７９０�：�○○○○○○△
札幌ＳＫＹ７９４�：�○○○○○○△
福岡ＳＫＹ８３６�：�○○○○○○×
那覇ＳＫＹ５３２�：�○○○○○○△
上海９Ｃ８９８７�：�－－－－－－－
西安９Ｃ６２９５�：�－－－－－－－
台北ＩＴ２１８�：�－－－－－－－

大洗地魚とれたて市では生シ

ラスのほかゆでたてのシラス

も販売した＝大洗町磯浜町

市町村別世帯数および人口
（�月１日現在）

市 町 村 世 帯 数 人口総数
前月
比

県 計 １，１９７，１１０２，８３７，９５６－１，２７１
水 戸 市 １２５，０５６ ２６９，１４１ ３３
日 立 市 ７７，６５５ １７０，９４１ －１８９
土 浦 市 ６１，９８０ １３７，７９６ －７
古 河 市 ５６，６８７ １３７，６５２ －７０
石 岡 市 ２８，４０１ ７１，２４２ －９８
結 城 市 １９，４０１ ４９，５８０ －７５
龍 ケ 崎 市 ３２，５３６ ７５，８２９ １７
下 妻 市 １６，２０８ ４１，２５９ －２７
常 総 市 ２２，５４０ ５８，８４８ －２５
常陸太田市 １９，１９３ ４６，８９３ －９３
高 萩 市 １１，６２９ ２６，９３９ －４０
北 茨 城 市 １６，９４６ ４０，８３３ －４２
笠 間 市 ２９，６７１ ７３，０２１ －４３
取 手 市 ４６，０４５ １０３，５７７ －３３
牛 久 市 ３５，４４７ ８４，２８７ －３５
つ く ば 市 １１２，３６２ ２４９，８４８ １９２
ひたちなか市 ６５，４６３ １５３，６７０ －６４
鹿 嶋 市 ２９，１０１ ６６，７７３ －５４
潮 来 市 １０，８７７ ２７，１３７ －３０
守 谷 市 ２８，６８４ ６９，４１９ ３３
常陸大宮市 １５，９９１ ３８，４３２ －５２
那 珂 市 ２１，１６１ ５２，８７４ ０
筑 西 市 ３８，０５４ ９９，００５ －７４
坂 東 市 １８，６５８ ５１，００５ －７１
稲 敷 市 １４，８００ ３８，３５３ －３９
かすみがうら市 １６，０５２ ３９，７６７ －２
桜 川 市 １３，７７７ ３８，１６８ －３７
神 栖 市 ４１，３２７ ９５，０４１ －２９
行 方 市 １１，２９６ ３１，１９０ －４１
鉾 田 市 １８，５６４ ４５，２１６ －９１
つくばみらい市 ２０，４７２ ５１，３８１ ５７
小 美 玉 市 １８，２９２ ４７，９１５ －５８

東 茨 城 郡 ２６，０５０ ６４，０９７ －５９
茨 城 町 １２，０４０ ３０，９９９ －５
大 洗 町 ６，８２６ １５，４２９ －４１
城 里 町 ７，１８４ １７，６６９ －１３

那 珂 郡 １５，３９８ ３７，６６４ －３１
東 海 村 １５，３９８ ３７，６６４ －３１

久 慈 郡 ６，３４６ １５，２０４ －１５
大 子 町 ６，３４６ １５，２０４ －１５

稲 敷 郡 ２９，６１０ ７０，５９８ －１５
美 浦 村 ５，８４２ １４，１８７ －２１
阿 見 町 ２０，７９１ ４８，３４７ ３１
河 内 町 ２，９７７ ８，０６４ －２５

結 城 郡 ７，１５７ ２０，４４７ －５５
八 千 代 町 ７，１５７ ２０，４４７ －５５

猿 島 郡 １２，０３７ ３２，０１６ ７
五 霞 町 ３，０３８ ８，０５０ ４
境 町 ８，９９９ ２３，９６６ ３

北 相 馬 郡 ６，１８６ １４，８９８ －１６
利 根 町 ６，１８６ １４，８９８ －１６

知
事
賞
を
受
賞
し
た

地
球
防
衛
軍
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
ら
＝
水

戸
市
千
波
町

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
姿
で
ケ
ー
キ
を

贈
る
「
こ
ど
も
宅
食
配
」
実
行
委

メ
ン
バ
ー
＝
取
手
市
寺
田

第
�
回
常
陸
国
・
小
野
小
町
文
芸

賞
の
表
彰
式
に
臨
ん
だ
入
選
者
た

ち
＝
土
浦
市
城
北
町

前
月
比
１２７１
人
減

�
月
１
日
県
人
口

　
県
は
�
日
ま
で
に
、
�
月
１

日
現
在
の
県
人
口
を
ま
と
め

た
。
総
人
口
は
２
８
３
万
７
９

５
６
人
と
な
り
、
�
月
１
日
と

比
べ
１
２
７
１
人
減
少
し
た
。

　
�
月
中
に
自
然
動
態
（
出
生

１
４
０
２
人
、
死
亡
２
７
８
１

人
）
で
１
３
７
９
人
減
り
、
社

会
動
態
（
転
入
７
６
８
０
人
、

転
出
７
５
７
２
人
）
で
１
０
８

人
増
加
し
た
。

　
市
町
村
別
で
増
え
た
の
は
５

市
３
町
。
世
帯
数
は
１
１
９
万

７
１
１
０
世
帯
で
、
�
月
中
に

１
０
５
世
帯
増
加
し
た
。

　
市
に
よ
る
と
、
主
な
訓
練
は

▽
職
員
の
参
集
▽
災
害
対
策
本

部
運
営
と
現
地
派
遣
職
員
と
の

情
報
共
有
▽
原
子
力
防
災
情
報

の
伝
達
▽
放
射
線
防
護
の
た
め

の
屋
内
退
避
▽
住
民
避
難
―
な

ど
。

　
こ
の
う
ち
住
民
避
難
訓
練
で

は
福
島
県
会
津
美
里
町
の
協
力

を
得
て
、
市
民
ら
が
初
め
て
、

実
際
に
同
町
の
避
難
所
ま
で
移

動
す
る
。

　
災
害
対
策
本
部
は
同
市
金
井

町
の
市
役
所
本
庁
舎
大
会
議
室

に
設
営
し
、
市
や
県
、
太
田
警

察
署
、
陸
上
自
衛
隊
、
原
電
な

ど
が
参
加
。
世
矢
・
幸
久
・
西

小
沢
地
区
の
各
自
主
防
災
会
な

ど
と
の
情
報
伝
達
訓
練
を
行

う
。
屋
内
退
避
訓
練
は
市
内
全

域
の
住
民
に
も
で
き
る
だ
け
参

加
し
て
も
ら
う
予
定
。

　
ま
た
、
同
市
大
中
町
の
里
美

ふ
れ
あ
い
館
で
避
難
退
域
時
検

査
訓
練
を
、
同
市
折
橋
町
の
里

美
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
避
難
中

継
所
と
避
難
所
運
営
訓
練
を
行

う
。

　
情
報
伝
達
は
エ
リ
ア
メ
ー
ル

や
市
防
災
メ
ー
ル
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
防
災
行
政
無
線
、
広

報
車
を
使
い
、
情
報
発
信
と
収

集
方
法
の
確
立
を
図
る
。

　
市
で
は
「
今
回
の
広
域
避
難

訓
練
で
実
施
し
た
内
容
を
検
証

し
て
、
さ
ら
に
訓
練
を
継
続
し

て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

（
飯
田
勉
）

子
ど
も
た
ち
に
贈
り
物

ひ
と
り
親
世
帯
を
支
援

取
手
、有
志
の
会

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
合
わ
せ
「
未

来
の
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ

ど
も
宅
食
配
取
手
市
実
行
委
員

会
」
（
阿
部
直
樹
会
長
）
は
�

日
、
取
手
市
内
の
ひ
と
り
親
世

帯
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
へ
、
食

料
品
や
ケ
ー
キ
、
お
も
ち
ゃ
な

ど
を
贈
っ
た
。

　
同
会
は
、
市
内
の
３
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
Ｌ
Ｃ
、
取
手
、

取
手
大
利
根
、
取
手
中
央
）
、

市
商
工
会
青
年
部
の
有
志
で
構

成
。
２
０
１
９
年
か
ら
「
こ
ど

も
宅
食
配
」
と
し
て
実
施
し
て

い
る
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
市
民

や
企
業
か
ら
の
寄
付
な
ど
を
活

用
し
て
用
意
し
、
今
回
は
市
内

�
世
帯
�
人
の
子
ど
も
た
ち
へ

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
っ
た
。
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
協
力
し
た
。

　
同
日
は
メ
ン
バ
ー
約
�
人
が

同
市
寺
田
の
市
福
祉
交
流
セ
ン

タ
ー
に
集
ま
り
、
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
姿
で
手
渡
し
た
り
、
家
庭

を
訪
れ
た
り
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
。
阿
部
さ
ん
は
「
個
人
や

事
業
所
の
支
援
が
あ
り
今
年
も

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
支

援
の
輪
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
の

で
、今
後
も
続
け
て
い
け
れ
ば
」

と
話
し
た
。

　
常
陸
太
田
市
が
来
年
１
月
�
日
、
日
本
原
子
力

発
電
（
原
電
）
東
海
第
２
原
発
（
東
海
村
白
方
）

の
過
酷
事
故
に
よ
る
市
内
全
域
避
難
を
想
定
し
た

初
の
訓
練
を
行
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
災
害
対
策

本
部
運
営
や
屋
内
退
避
訓
練
の
ほ
か
、
住
民
ら
が

実
際
に
広
域
避
難
先
の
福
島
県
へ
移
動
。
原
子
力

災
害
時
の
対
応
手
順
検
証
や
関
係
機
関
と
の
連
携

強
化
、
住
民
の
防
災
意
識
高
揚
を
図
る
。

茂
呂
�
、
芳
山
�
大
賞

�
人
参
加
し
表
彰
式

土
浦
、小
野
小
町
文
芸
賞

　
平
安
時
代
の
歌
人
で
六
歌
仙

の
一
人
で
あ
る
小
野
小
町
に
ち

な
ん
だ
「
第
�
回
常
陸
国
・
小

野
小
町
文
芸
賞
」
（
土
浦
市
、

同
市
観
光
協
会
主
催
）
の
表
彰

式
が
�
日
、
土
浦
市
城
北
町
の

ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波
で
行
わ

れ
た
。

　
今
回
は
テ
ー
マ
を
自
由
と

し
、
俳
句
と
短
歌
の
２
部
門
で

募
集
。
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
、

�
都
道
府
県
か
ら
計
４
７
０
０

作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。
俳
句

部
門
の
大
賞
に
は
茂
呂
典
正
さ

ん
＝
美
浦
村
、
短
歌
部
門
の
大

賞
に
は
芳
山
三
喜
雄
さ
ん
＝
つ

く
ば
市
＝
が
選
ば
れ
た
。
芳
山

さ
ん
は
、
新
年
に
皇
居
・
宮
殿

で
行
わ
れ
る
「
歌
会
始
の
儀
」

で
歌
が
詠
ま
れ
る
一
般
入
選
者

�
人
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

　
茂
呂
さ
ん
の
俳
句
は
「
こ
の

そ

ば

里
の
小
町
伝
説
走
り
蕎
麦
」
、

芳
山
さ
ん
の
短
歌
は
「
炎
天
の

聖
火
リ
レ
ー
に
伴
走
の
盲
導
犬

は
影
を
選
ば
ず
」
。

　
今
回
は
俳
句
・
短
歌
部
門
で

合
わ
せ
て
１
３
６
人
が
入
賞
し

た
。
表
彰
式
に
は
約
�
人
が
参

加
、
安
藤
真
理
子
市
長
か
ら
賞

状
と
記
念
品
を
受
け
取
っ
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
、
芳
山
さ
ん

が
「
短
歌
を
詠
む
よ
う
に
な
っ

て
初
め
て
応
募
し
た
の
が
小
野

小
町
賞
。
一
番
下
の
方
だ
っ
た

が
、
名
前
が
載
っ
た
時
の
う
れ

し
さ
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
【
衆
院
】

　
福
島
　
伸
享
氏
（
無
所
属
）

�
～
２
日
　
地
域
あ
い
さ
つ
回
り

　
額
賀
　
福
志
郎
氏
（
自
民
）

�
～
�
日
　
地
域
あ
い
さ
つ
回
り

　
葉
梨
　
康
弘
氏
（
自
民
）

�
～
２
日
　
地
域
あ
い
さ
つ
回
り

　
梶
山
　
弘
志
氏
（
自
民
）

�
～
�
日
　
党
務
▽
�
日
～
�
日
　
地

元
会
合
、
年
末
あ
い
さ
つ
回
り
▽
１
～

２
日
　
年
始
あ
い
さ
つ
回
り

　
浅
野
　
哲
氏
（
国
民
）

�
～
�
日
　
地
域
あ
い
さ
つ
回
り
▽
２

日
　
地
域
あ
い
さ
つ
回
り

　
国
光
　
文
乃
氏
（
自
民
）

�
日
　
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
▽
�
日
　
Ｄ

Ｖ
法
整
備
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
合

▽
�
～
�
日
　
地
域
あ
い
さ
つ
回
り
▽

２
日
　
地
域
あ
い
さ
つ
回
り

　
永
岡
　
桂
子
氏
（
自
民
）

�
～
２
日
　
地
域
あ
い
さ
つ
回
り

　
田
所
　
嘉
徳
氏
（
自
民
）

�
日
　
地
域
あ
い
さ
つ
回
り
▽
�
日
　

森
嘉
晋
会
▽
�
～
�
日
　
地
域
あ
い
さ

つ
回
り
▽
１
日
　
水
戸
市
元
旦
マ
ラ
ソ

ン
大
会
▽
２
日
　
地
域
あ
い
さ
つ
回
り

　
石
川
　
昭
政
氏
（
自
民
）

�
日
　
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

吉
野
正
芳
君
を
励
ま
す
会
、
関
係
省
庁

レ
ク
、
マ
ス
コ
ミ
取
材
▽
�
～
�
日
　

地
域
あ
い
さ
つ
回
り
▽
�
～
�
日
　
広

報
活
動
▽
１
日
　
歳
旦
祭
▽
２
日
　
広

報
活
動
、
地
域
あ
い
さ
つ
回
り

　
中
村
　
喜
四
郎
氏
（
立
民
）

１
～
２
日
　
地
域
あ
い
さ
つ
回
り

　
青
山
　
大
人
氏
（
立
民
）

�
日
　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
、
茨
城

放
送
収
録
取
材
▽
�
日
　
党
常
任
幹
事

会
▽
�
日
　
世
界
史
講
師
▽
�
～
２
日

　
地
元
活
動

　
石
井
　
啓
一
氏
（
公
明
）

�
日
　
地
域
あ
い
さ
つ
回
り
▽
�
日
　

党
常
任
役
員
会
▽
�
～
２
日
　
地
域
あ

い
さ
つ
回
り

　
【
参
院
】

　
岡
田
　
広
氏
（
自
民
）

�
日
　
加
藤
明
良
氏
記
者
会
見
同
席
▽

�
日
　
水
戸
市
民
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
役
員
会
▽
１
日
　
水
戸
市
元
旦
マ

ラ
ソ
ン
大
会

　
上
月
　
良
祐
氏
（
自
民
）

�
～
２
日
　
地
域
あ
い
さ
つ
回
り

　
小
沼
　
巧
氏
（
立
民
）

�
～
�
日
　
地
域
あ
い
さ
つ
回
り

　
郡
司
　
彰
氏
（
立
民
）

�
～
２
日
　
冬
季
休
暇

　
石
井
　
章
氏
（
維
新
）

�
日
　
事
務
所
会
議
、
大
阪
・
関
西
万

博
推
進
本
部
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
、
千
葉

維
新
の
会
打
ち
合
わ
せ
・
総
会
、
茨
城

維
新
の
会
拡
大
会
議
▽
�
～
２
日
　
後

援
会
あ
い
さ
つ
回
り

　
▽
県
教
育
長
賞
　
杉
本
直
継
・
松
井

奏
・
奥
井
孝
志
郎
（
Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｓ

Ｍ
Ｏ
）
▽
茨
城
大
学
長
賞
　
グ
エ
ン
　

カ
イ
ン
　
ズ
イ
（
つ
く
ば
市
立
み
ど
り

の
学
園
義
務
教
育
学
校
）
▽
ユ
ー
ド
ム

社
長
賞
　
山
口
結
衣
（
日
立
市
立
塙
山

小
）
▽
茨
城
新
聞
社
長
賞
　
谷
口
悠
理

子
・
吉
田
有
里
・
白
鳥
紗
雪
（
ピ
ー
チ
ト

レ
イ
ン
）
▽
Ｊ
Ａ
共
済
賞
　
渡
邉
謙
（
つ

く
ば
市
立
吾
妻
小
）
▽
ひ
と
・
ま
ち
ね

っ
と
わ
ー
く
賞
　
春
日
彩
里
（
つ
く
ば

市
立
み
ど
り
の
学
園
義
務
教
育
学
校
）

　
「
ユ
ー
ド
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ

ッ
プ
　
全
国
選
抜
小
学
生
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
大
会
茨
城
県
大

会
」
（
茨
城
新
聞
社
、
全
国
新

聞
社
事
業
協
議
会
主
催
）
の
最

終
審
査
が
�
日
、
水
戸
市
千
波

町
の
県
総
合
福
祉
会
館
で
行
わ

れ
、
つ
く
ば
市
立
吾
妻
小
５
年

の
平
野
実
結
さ
ん
、
高
橋
祐
人

さ
ん
、
木
村
新
志
さ
ん
、
金
森

凜
花
子
さ
ん
の
地
球

防
衛
軍
チ
ー
ム
が
知

事
賞
に
輝
い
た
。
同

チ
ー
ム
は
本
県
代
表

と
し
て
、
来
年
３
月

６
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
に
出
場
す
る
。

　
今
回
で
２
回
目
と

な
る
大
会
は
「
み
ん

な
の
み
ら
い
」
が
テ

ー
マ
。
県
内
の
個
人

や
グ
ル
ー
プ
の
小
学

生
か
ら
計
１
６
６
点

の
応
募
が
あ
り
、
１
次
審
査
で

優
秀
賞
�
点
と
知
事
賞
候
補
７

点
を
選
出
し
た
。
同
日
は
、
知

事
賞
候
補
の
児
童
ら
が
５
分
間

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
茨
城
大
教
育
学
部
の
小
林

祐
紀
准
教
授
ら
３
人
が
審
査
。

発
想
力
、
表
現
力
、
技
術
力
を

評
価
し
た
。

　
同
チ
ー
ム
は
、
県
立
竹
園
高

校
の
生
徒
ら
が
作
成
し
た
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
カ
ル
タ
」
を
使
い
、
パ

ソ
コ
ン
画
面
に
読
み
札
が
ラ
ン

ダ
ム
に
表
示
さ
れ
、
音
声
で
読

み
上
げ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
制
作

し
た
。
取
っ
た
札
を
パ
ソ
コ
ン

カ
メ
ラ
に
か
ざ
す
と
「
正
解
」

と
答
え
て
く
れ
る
仕
組
み
だ
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
に
つ
い
て
、
楽
し
く
学

び
な
が
ら
多
く
の
人
に
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
高

橋
さ
ん
は
「
取
り
札
が
正
解
か

不
正
解
か
判
断
す
る
シ
ス
テ
ム

を
工
夫
し
た
」
と
話
し
、
平
野

さ
ん
は
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

始
め
て
２
年
目
だ
が
知
事
賞
を

も
ら
え
て
う
れ
し
い
。
日
本
一

を
目
指
し
た
い
」
と
笑
顔
で
話

し
た
。

（
小
竹
侑
希
）

　
知
事
賞
以
外
の
各
賞
は
次
の

通
り
。
（
敬
称
略
）

　
大
洗
町
漁
協
は
�
日
、
同
町

磯
浜
町
の
活
魚
場
で
、
今
朝
取

れ
た
ば
か
り
の
シ
ラ
ス
や
タ
チ

ウ
オ
な
ど
大
洗
近
海
で
取
れ
た

新
鮮
な
地
魚
�
種
を
販
売
す
る

「
大
洗
地
魚
と
れ
た
て
市
」
を

開
い
た
。
午
後
１
時
半
か
ら
の

開
始
前
に
は
家
族
連
れ
や
観
光

客
ら
�
人
以
上
が
列
を
作
る
な

ど
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。

　
こ
の
日
、
活
魚
水
槽
に
は
タ

イ
や
ヒ
ラ
メ
が
泳
ぎ
、
生
シ
ラ

ス
だ
け
で
な
く
ゆ
で
た
て
の
シ

ラ
ス
も
販
売
。
価
格
は
種
類
や

大
き
さ
に
よ
っ
て
上
下
す
る

が
、
千
円
以
内
で
買
え
る
も
の

が
多
い
と
あ
っ
て
、
各
売
り
場

と
も
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
訪
れ
た
子
ど
も
が
楽
し

め
る
よ
う
小
さ
め
の
タ
コ
や
ヒ

ラ
メ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

水
槽
を
用
意
し
、
海
の
生
き
物

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

の
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
た
。
同
漁

さ
い
ね
ん

協
の
西
念
健
登
さ
ん
（
�
）
は

「
新
鮮
な
魚
介
類
を
食
べ
て
も

ら
い
、
大
洗
に
来
て
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ

し
い
」
と
話
し
た
。
と
れ
た
て

市
は
し
け
な
ど
の
影
響
が
な
け

れ
ば
毎
月
第
２
土
曜
の
午
後
に

実
施
す
る
。

（
川
崎
陸
）

（��）地 域Ａ版　第三種郵便物認可� � � �����年（令和３年）��月��日　　日曜日


